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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
絶
対
日
常
至
上
主
義
意

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
１
２
８
９
Ｖ

【
作
者
名
】

　
衛
門

【
あ
ら
す
じ
】

　
　
世
界
は
”
特
異
体
”
と
い
わ
れ
る
の
が
２
５
年
前
か
ら
出
現
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。
世
界
は
そ
れ
を
倒
す
た
め
に
一
丸
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
特
異

体
を
倒
す
専
門
部
隊
が
各
国
で
活
躍
し
て
い
た
。
日
本
帝
国
も
部
隊
を
設
立
後
、

他
の
国
に
出
現
し
た
特
異
体
を
倒
す
た
め
に
部
隊
の
一
人
を
瞬
間
転
移
装
置
で

送
っ
た
が
、
そ
の
男
が
消
失
し
て
し
ま
っ
た
。

　
男
が
着
い
た
先
は
、
ど
こ
な
の
か
？

　
男
は
生
き
て
い
る
の
か
？

　
と
い
う
作
者
の
思
い
つ
き
で
書
い
た
気
配
が
ム
ン
ム
ン
す
る
作
品
で
す
。
そ
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れ
で
も
よ
ろ
し
け
れ
ば
、
お
付
き
合
い
お
願
い
し
ま
す
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ
（
前
書
き
）

　
こ
の
作
品
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。

　
こ
の
作
品
に
出
て
く
る
人
名
、
国
家
、
団
体
、
宗
教
等
は
実
在
す
る
も
の
と

は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。



4

プ
ロ
ロ
ー
グ

　
そ
こ
は
会
議
室
、
部
屋
の
外
に
は
”
特
異
対
策
会
議
総
司
令
本
部
”
と
書
か

れ
た
看
板
が
立
っ
て
い
た
。

　
「
状
況
の
再
確
認
を
。
ウ
ィ
テ
ィ
カ
ヌ
ス
教
国
か
ら
は
日
本
か
ら
も
”
神
示

御
”
を
至
急
向
か
わ
せ
て
ほ
し
い
と
。
場
所
は
地
球
の
反
対
側
、
ヴ
ェ
ラ
ク
ル

ス
国
家
。
対
象
の
規
模
は
丙
型
、
三
百
二
十
尺
の
弩
級
。
人
型
で
現
在
も
毎
分

三
尺
程
度
で
拡
大
中
。
」

　
円
卓
に
座
る
４
名
に
情
報
士
官
が
現
状
を
説
明
す
る
。

　
陸
、
海
、
空
、
特
、
そ
れ
ぞ
れ
服
の
色
は
違
え
ど
同
じ
形
を
し
た
軍
服
を
し

て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
特
が
確
認
を
す
る
為
に
話
し
出
す
。

　
「
手
筈
は
何
時
も
通
り
で
。
神
示
御
は
”
剛
毅
紫
電
改
九
十
一
式
”
で
の
間

接
搬
送
。
作
戦
開
始
時
刻
は
之
よ
り
十
七
分
後
の
一
二
○
○
。
現
地
到
着
は
同

日
一
二
○
○
。
後
、
指
揮
主
導
は
ヴ
ェ
ラ
ク
ル
ス
の
特
務
に
譲
渡
。
三
軍
（
陸
、

海
、
空
）
は
警
戒
水
準
を
乙
三
ま
で
上
げ
。
以
上
。
」

　
「
赤
月
特
将
、
神
示
御
の
不
在
中
は
特
別
伝
令
を
一
括
化
と
し
て
下
す
が
？
」

　
「
海
事
、
質
問
同
じ
く
。
」
　
「
空
事
、
陸
事
と
質
問
同
じ
く
。
」

　
「
私
に
内
容
を
通
し
て
頂
け
れ
ば
一
分
以
内
に
は
返
答
し
ま
す
。
よ
ろ
し
い

で
し
ょ
う
か
？
」

　
三
軍
の
将
が
一
斉
に
了
承
と
口
に
出
す
。
そ
れ
と
同
時
に
４
名
の
前
に
１
台

ず
つ
あ
る
テ
レ
ビ
に
現
地
の
映
像
が
映
っ
た
。

　
同
時
刻

　
場
所
は
大
分
県
の
北
東
部
、
国
東
半
島
。
そ
こ
に
高
い
塀
で
隔
離
さ
れ
た
場

所
が
あ
っ
た
。

　
塀
の
内
側
に
は
建
物
が
あ
り
、
そ
こ
も
厳
重
に
鉄
の
建
物
に
よ
っ
て
囲
ま
れ

て
い
る
。
此
処
こ
そ
が
、
近
代
空
事
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
長
距
離
移
動
施
設
、

剛
毅
紫
電
改
九
十
一
式
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
所
で
あ
る
。
中
で
は
キ
ビ
キ
ビ

と
人
が
動
い
て
い
た
。
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「
目
標
地
点
へ
の
軸
合
わ
せ
修
正
よ
ろ
し
。
地
表
振
動
予
想
範
囲
内
。
地
殻

変
動
安
定
。
最
終
軸
固
定
完
了
。
回
転
よ
ろ
し
」

　
「
回
表
面
、
標
準
差
異
無
し
。
回
転
燃
料
供
給
に
よ
る
誤
差
、
標
準
よ
り
ず

れ
無
し
。
磁
掃
回
転
安
定
。
本
回
転
よ
ろ
し
」

　
戦
艦
の
司
令
室
を
彷
彿
さ
れ
る
よ
う
な
場
所
で
、
研
究
員
が
次
々
と
状
況
を

説
明
し
て
い
る
。
一
人
の
研
究
員
が
、
そ
の
状
況
を
目
の
前
で
映
し
出
さ
れ
た

モ
ニ
タ
ー
の
数
値
を
見
な
が
ら
脳
内
で
再
確
認
し
て
い
る
。
こ
の
研
究
員
こ
そ
、

施
設
長
兼
九
十
一
式
の
最
高
責
任
者
で
あ
る
、
牧
中
佐
で
あ
る
。

　
牧
が
脳
内
で
再
確
認
を
終
え
る
頃
、
搭
乗
者
到
着
と
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
入
る
。

そ
れ
に
伴
い
、
牧
が
指
示
を
と
ば
す
。

　
「
回
転
始
め
。
五
割
止
め
。
搭
乗
者
が
入
っ
た
後
は
、
一
分
で
十
割
ま
で
走

ら
せ
る
。
各
員
は
始
動
前
準
備
を
。
予
想
範
囲
外
の
数
値
は
各
員
で
処
理
。
私

は
搭
乗
者
と
会
う
。
」

　
と
言
い
残
し
、
九
十
一
式
の
搭
乗
口
前
準
備
室
に
駆
け
足
で
向
か
う
。

　
廊
下
を
渡
り
、
自
動
ド
ア
が
開
く
と
そ
こ
に
は
搭
乗
者
で
あ
り
、
本
作
の
主

人
公
が
戦
闘
道
具
の
最
終
確
認
を
し
て
い
た
。
牧
の
姿
を
見
る
と
同
時
に
直
立

不
動
に
な
り
、
敬
礼
を
す
る
。

　
「
特
務
指
令
よ
り
伝
令
。
本
官
の
九
十
一
式
に
よ
る
間
接
転
送
。
目
標
地
点

は
ヴ
ェ
ラ
ク
ル
ス
国
家
の
長
距
離
転
送
施
設
。
転
送
後
は
起
動
状
態
で
待
機
。

以
上
。
」

　
「
了
承
。
武
器
の
確
認
に
戻
れ
、
准
士
官
。
搭
乗
ま
で
八
分
三
十
秒
。
」

　
失
礼
し
ま
す
。
と
言
っ
て
慣
れ
た
手
つ
き
で
戦
闘
道
具
の
最
終
確
認
を
再
開

す
る
准
士
官
。
そ
れ
と
同
時
に
肩
の
力
を
抜
く
牧
中
佐
。

　
こ
の
准
士
官
、
か
な
り
の
長
身
（
１
９
２
ｃ
ｍ
）
で
あ
り
、
直
立
不
動
の
敬

礼
は
相
手
を
見
下
ろ
す
事
が
殆
ど
で
あ
る
。
今
は
軽
い
厚
底
の
戦
闘
靴
を
履
い

て
い
る
の
で
２
ｍ
近
い
長
身
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
何
時
も
険
し
い
顔
を
し

て
瞳
孔
が
若
干
開
き
気
味
な
の
で
、
威
圧
感
が
技
術
職
の
者
に
は
堪
え
る
の
だ
。

十
数
回
会
っ
て
い
る
の
に
未
だ
に
成
れ
な
い
牧
で
あ
っ
た
。
そ
ん
な
事
は
今
は

関
係
な
い
な
と
頭
を
掻
い
て
、
こ
こ
に
き
た
理
由
を
思
い
出
し
た
牧
は
話
を
切

り
出
し
た
。
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「
准
士
官
、
そ
の
ぉ
・
・
・
な
ん
だ
。
今
日
は
、
そ
の
戦
闘
服
し
か
持
ち
合

わ
せ
て
い
な
い
の
か
？
あ
、
手
は
動
か
し
た
ま
ま
で
答
え
て
い
い
ん
だ
。
」

　
「
は
っ
、
本
官
が
着
れ
る
物
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
今
日
は
こ
れ
し
か
。

そ
れ
と
、
牧
中
佐
の
姉
上
殿
に
は
毎
度
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
高

性
能
な
服
と
武
器
の
数
々
を
使
用
す
る
の
が
誇
り
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
」

　
あ
は
は
っ
、
と
乾
い
た
笑
い
の
後
、
准
士
官
に
背
を
後
ろ
に
向
け
て
頭
を
抱

え
る
牧
。

　
（
あ
の
馬
鹿
姉
は
、
何
を
考
え
と
る
ん
だ
！
何
故
戦
闘
服
に
黒
Ｙ
シ
ャ
ツ
黒

ズ
ボ
ン
の
上
か
ら
白
い
ロ
ン
グ
コ
ー
ト
な
の
だ
！
お
ま
け
に
赤
マ
フ
ラ
ー
だ
と

！
？
こ
ん
な
真
夏
日
に
何
を
着
せ
て
る
ん
だ
よ
ほ
ん
と
に
！
確
か
に
、
あ
の
服

は
絶
対
に
破
け
な
い
し
、
絶
火
絶
水
絶
縁
絶
伸
縮
等
の
あ
ら
ゆ
る
性
質
性
能
を

つ
ぎ
込
ん
だ
服
と
コ
ー
ト
、
靴
は
認
め
る
が
、
服
の
総
重
量
だ
け
で
２
０
０
ｋ

ｇ
っ
て
あ
ん
た
・
・
・
。
そ
れ
に
加
え
変
態
武
器
の
数
々
。
う
ち
の
ア
ホ
研
究

員
の
馬
鹿
共
も
姉
と
同
じ
く
、
ロ
マ
ン
だ
の
言
っ
て
る
が
上
層
部
か
ら
”
ど
う

に
か
し
て
く
れ
”
と
懇
願
さ
れ
る
私
の
身
に
も
な
っ
て
い
い
と
思
う
。
他
の
国

は
そ
れ
ぞ
れ
お
国
柄
に
合
わ
せ
た
服
装
を
し
て
い
る
と
い
う
の
に
・
・
・
う
ち

の
神
示
御
と
き
た
ら
）

　
「
中
佐
、
大
丈
夫
で
す
か
？
」

　
牧
が
抱
え
込
ん
で
い
た
頭
を
上
げ
て
素
早
く
振
り
返
る
と
、
そ
こ
に
は
眉
間

に
皺
を
よ
せ
て
、
よ
り
一
層
顔
を
険
し
く
さ
せ
た
准
士
官
が
牧
を
見
下
ろ
し
て

い
た
。

　
「
い
や
、
何
で
も
。
少
し
早
い
が
搭
乗
し
て
く
れ
。
私
は
戻
る
。
」

　
そ
そ
く
さ
と
準
備
室
を
出
て
行
き
、
早
足
で
管
制
室
へ
と
足
を
運
ぶ
牧
。
一

度
深
い
溜
息
を
つ
い
て
、
気
持
ち
を
落
ち
着
か
せ
た
後
、
部
屋
に
入
り
、
席
に

座
る
。

　
「
搭
乗
者
の
身
体
、
精
神
状
態
報
告
。
回
転
９
割
ま
で
上
げ
。
」

　
「
搭
乗
者
の
身
体
、
精
神
共
に
安
定
。
正
常
値
。
搭
乗
者
の
状
態
常
時
記
録

開
始
。
」

　
「
回
転
七
割
ま
で
上
昇
。
誤
差
零
。
各
機
駆
動
安
定
。
」

　
そ
れ
を
確
認
し
、
総
司
令
本
部
ま
で
直
通
で
繋
が
っ
て
い
る
白
電
話
を
手
に
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取
る
。

　
『
こ
ち
ら
九
十
一
式
管
制
室
。
準
備
完
了
。
予
定
時
刻
で
搭
乗
者
搬
送
可
能
。

』　
『
こ
ち
ら
赤
月
。
搬
送
時
機
は
そ
ち
ら
に
任
せ
る
。
』

　
『
了
解
。
搬
送
完
了
後
に
報
告
し
ま
す
。
通
信
終
わ
り
。
』

　
白
電
話
を
置
い
た
後
、
次
に
牧
は
搭
乗
者
に
声
を
か
け
る
。

　
『
こ
ち
ら
管
制
室
。
搭
乗
者
、
準
備
は
い
い
か
？
』

　
『
準
備
完
了
。
』

　
そ
れ
を
確
認
し
て
、
最
終
工
程
に
移
る
。

　
「
搭
乗
者
機
球
。
剛
毅
紫
電
改
九
十
一
式
の
中
心
ま
で
移
動
。
発
進
時
刻
表

示
。
回
転
最
大
！
搭
乗
者
、
発
進
前
最
終
記
録
を
録
る
。
身
分
宣
言
を
。
」

　
『
特
異
殲
滅
部
隊
部
隊
番
号
一
一
二
一
、
紅
・
鉦
祇
准
特
尉
。
』

く
れ
な
い
・
か
ね
ぎ

　
「
回
転
最
大
。
移
動
完
了
、
残
り
時
間
十
秒
。
」

　
「
で
は
、
紅
准
特
尉
。
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
。
」

　
母
の
よ
う
な
顔
を
浮
か
べ
る
牧
中
佐
。
そ
れ
と
同
時
に
紅
が
乗
っ
た
球
体
が

九
十
一
式
に
”
落
と
さ
れ
る
”
。
そ
れ
と
同
時
に
球
体
が
独
特
な
加
速
音
を
立

て
て
消
え
る
。

　
「
信
号
は
出
た
か
？
」

　
「
し
、
信
号
・
・
・
出
ま
せ
ん
！
」

　
そ
れ
に
対
し
牧
は
首
を
傾
げ
る
？

　
こ
の
九
十
一
式
は
紫
電
の
名
を
持
っ
て
は
い
る
が
、
地
球
の
何
処
だ
ろ
う
と

０
．
０
０
秒
以
下
で
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
世
間
的
に
は
瞬
間
移
動
装
置

だ
。
故
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
信
号
が
切
れ
る
こ
と
は
お
か
し
い
。

　
「
ヴ
ェ
ラ
ク
ル
ス
国
家
、
ウ
ィ
テ
ィ
カ
ヌ
ス
教
国
に
神
示
御
が
行
っ
て
い
な

い
か
確
認
。
世
界
各
地
に
到
着
時
に
発
生
す
る
無
振
動
爆
発
音
が
無
か
っ
た
か

を
。
発
進
前
の
全
記
録
を
私
の
画
面
に
ま
わ
せ
。
管
制
室
以
外
の
作
業
員
は
指

示
が
あ
る
ま
で
絶
対
に
動
く
な
。
」

　
白
電
話
が
鳴
り
響
く
。
牧
は
画
面
の
数
値
を
眼
球
だ
け
動
か
し
な
が
ら
確
認

し
て
い
き
、
そ
れ
を
片
手
に
取
っ
た
。

　
『
こ
ち
ら
総
司
令
本
部
。
ヴ
ェ
ラ
ク
ル
ス
国
家
よ
り
神
示
御
が
着
い
て
い
な
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い
と
連
絡
が
あ
っ
た
。
何
が
あ
っ
た
、
中
佐
』

　
『
こ
ち
ら
管
制
室
。
神
示
御
は
無
事
発
進
、
状
態
全
て
青
。
』

　
「
中
佐
！
各
国
か
ら
連
絡
、
爆
発
音
・
・
・
確
認
で
き
ず
！
全
国
家
、
確
認

で
き
ず
！
」

　
『
特
将
・
・
・
神
示
御
、
地
表
か
ら
消
失
。
紅
准
特
尉
の
生
存
・
・
・
不
明
。

』　
『
了
解
し
た
。
こ
ち
ら
で
事
後
処
理
を
す
る
。
中
佐
は
原
因
究
明
と
各
国
に

伝
達
を
。
こ
ち
ら
の
片
が
つ
き
し
だ
い
そ
ち
ら
に
向
か
う
。
責
任
は
感
じ
る
な
。

落
ち
着
い
て
行
動
し
ろ
。
以
上
。
』

　
『
失
礼
し
ま
す
・
・
・
。
』

　
白
電
話
を
置
き
、
頭
を
抱
え
る
牧
。
深
い
溜
息
を
つ
き
、
気
持
ち
を
静
止
さ

せ
て
顔
を
上
げ
た
。

　
「
総
員
！
緊
急
集
会
！
各
部
署
の
部
長
は
会
議
室
に
！
そ
れ
以
外
の
者
は
待

機
室
内
で
休
息
を
取
れ
！
副
長
、
各
国
に
通
達
。
星
間
移
動
失
敗
し
た
と
。
後
、

し
ば
ら
く
こ
こ
を
任
せ
た
。
」

　
と
言
っ
て
牧
は
早
足
に
会
議
室
に
向
か
う
の
だ
っ
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

絶対日常至上主義意
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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